
創
立
記
念
礼
拝
Ⅱ
打
部
日
円
時
関
分

同
志
社
礼
拝
堂

¥
天
祈
祷
会
Ⅱ
月
器
日
 
7
時

若
モ
f
山
頂

創
立
1
3
2
周
年
尋
一
式

Π
月
器
Π
 
9
時

大
学
神
学
館
礼
拝
堂

●
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
統
合
事
業

第
1
期
建
殷
工
事
起
工
式

Ⅱ
打
器
日
、
」
儒
市
左
京
灰
岩
倉
に
あ
る
高

等
学
校
南
校
地
の
建
設
予
定
地
で
起
工
式
を
挙

行
し
た
。
(
写
真
グ
ラ
ビ
ア
)
野
本
真
也
理
事

長
の
聖
書
朗
読
な
ら
び
に
祈
祷
、
大
谷
寅
総
長

の
式
辞
に
続
き
、
木
村
良
己
古
鼻
学
校
長
、

川

瀬
勝
也
中
学
校
長
が
挨
拶
、
理
事
長
の
祝
祷
で

赳
上
式
を
無
事
終
え
た
。
印
人
を
超
す
参
加
者

が
↓
亊
の
安
全
と
事
業
の
成
功
を
祈
っ
た
。

中

学
校
、
高
等
学
校
は
新
た
な
歴
史
を
開
い
た
。

法
人
部

●
2
0
0
7
年
秋
の
叙
位
・
叙
勲

大
学
名
誉
教
授
栗
栖
弘
典
氏
大
学
名
誉
教

授
樋
口
和
彦
氏
が
瑞
宝
中
一
緊
を
需
卜
さ
れ
、

H
打
8
Π
国
立
劇
場
大
劇
場
に
お
い
て
、
仏
述

式
が
行
わ
れ
た

創
立
記
念
行
事

リ
ユ
ニ
オ
ン
Ⅱ
月
4
U
 
円
時

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

(
心
理
学
と
。
、
設
置
場
所
は
京
田
辺
校
地
。

文
学
部
文
化
学
科
心
理
学
専
攻
か
ら
文
学
部

心
理
学
科
へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
「
き
め
細
か

な
少
人
数
教
育
」
を
維
持
す
る
た
め
、
学
生
定

員
は
小
規
模
(
入
学
定
員
劇
人
)
に
と
ど
め

る
心
理
学
の
諸
理
論
を
含
め
た
知
識
体
系
と

し
て
の
講
義
科
目
の
ほ
か
、
心
理
学
実
験
法
、

測
定
.
デ
ー
タ
解
析
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
、
心

理
療
法
な
ど
の
技
術
を
修
得
す
る
実
験
演
習
科

目
そ
の
知
識
と
技
術
を
運
用
し
て
研
究
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
の
立
案
と
推
進
を
う
な
が
す
演
習

(
ゼ
ミ
)
研
究
活
動
の
強
化
を
計
画
し
て
い
る
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
設
釦
周
年

朋
年
前
の
円
月
に
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
ヒ
ユ

ー
マ
ニ
ズ
ム
と
民
主
主
義
的
人
間
尊
重
を
基
盤

と
す
る
学
生
中
心
主
義
の
実
践
」
を
目
指
し
開

設
。
こ
の
半
世
紀
、
学
生
気
質
の
変
化
、
抱
え

る
問
題
の
多
様
化
、
複
雑
化
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
 
n
月
巧
日
、
過
去
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
舶
年
を
見
据
え
て
、
わ
が
国

の
学
生
相
談
の
現
場
で
、
意
欲
的
・
先
進
的
に

取
り
組
む
大
学
の
専
門
家
を
招
き
、
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
多
様
化
す
る
学
生
相
談
1
特
徴
あ

る
取
り
組
み
の
現
場
か
ら
」
を
開
催
し
た
。

基
調
講
演
は
、
樋
口
和
彦
京
都
文
教
大
学
学

長
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
吉
武
清
貰
東
北
大
学

一
鼎
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
、
山
中
淑

江
立
教
大
学
学
生
相
談
所
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
畠

山
朝
f
上
智
大
学
学
生
局
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
弥
源
治
弘
子
大
学
力

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
司

会
は
佐
藤
豪
大
学
文
学
部
心
理
学
科
教
授
。

●
関
西
4
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

「
大
学
が
世
界
に
発
信
で
き
る
も
の
S
関
西

に
広
が
る
可
能
性
」
と
題
し
、
恰
月
9
日
、
東

一
儲
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
東
京
都
千
代
田
区
)
で

壁
ル
新
聞
社
の
共
催
を
得
て
同
志
社
大
学
関

西
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
立
命
館
大
学
が
主

催
し
た
。
基
調
講
演
は
、
一
磊
学
者
金
田
一
秀

穂
氏
の
「
国
際
社
会
に
お
け
る
大
学
で
学
ぶ
意

義
」
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
(
驗
分
)
で
は
、

金
田
一
氏
と
4
大
学
の
卒
業
生
が
、
「
大
学
で

自
分
の
将
来
を
描
く
S
京
都
・
大
阪
・
神
戸
で

学
ぶ
と
い
う
こ
と
」
を
一
ア
ー
マ
に
語
り
合
っ
た

同
志
社
大
学
か
ら
は
、
水
上
斗
夢
氏
(
2
0
0

7
年
3
月
商
学
部
卒
)
が
登
娘
し
た
。
老
川
祥

一
壁
ル
新
聞
東
京
本
社
社
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
八
田
英
二
学
長
ほ
か
3
人
が
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

大
学

●
「
心
理
学
部
」
設
計
画

2
0
0
9
年
4
月
、
「
心
哩
学
部
」
を
開
設

す
る
学
科
構
成
は
心
理
学
科
の
み
の
一
学
科

専
任
教
員
数
は
熔
人
。
学
位
は
「
学
上

'
●
1
1
0

高
大
連
携

高
大
連
携
推
進
の
一
環
と
し
て
、
 
9
刃
B
e

に
梅
花
高
等
学
校
と
、
 
9
月
即
口
に
聖
母
学
院

一
鼎
学
校
と
、
円
月
9
日
に
大
阪
信
愛
女
学
院

高
等
学
校
と
、
口
月
Ⅱ
日
に
奈
良
県
立
高
田
高

等
学
校
と
、
教
育
連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ

女
子
大
学

A
N
A
グ
ル
ー
プ
と
の
包
括
協
定

9
月
6
日
株
式
会
社
A
N
A
総
合
研
究
所
と

迎
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
女
子
大
学
と
A
N
A
グ
ル
ー

プ
が
相
互
の
人
的
、
知
的
資
源
の
六
希
と
活
用

を
図
り
、
包
括
的
な
連
携
の
も
と
教
育
、
研
究
、

文
化
等
の
分
野
に
お
い
て
相
亙
に
協
力
し
、
社

会
の
発
展
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

協
定
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、

A
N
A
の
客
室
乗
務
員
や
研
究
員
に
ょ
る
キ
ャ

リ
ア
支
援
講
座
や
、
公
開
講
演
会
を
実
施
し
た

今
後
は
、
海
外
も
含
め
た
同
グ
ル
ー
プ
内
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ヅ
プ
の
拡
充
や
、
同
社
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
培
っ
た
も
の
と
キ
ャ
リ
ア
を
教
育
に
生

か
す
な
ど
の
連
携
事
業
の
検
討
を
進
め
る
予

定

の
協
定
は
、
両
学
校
に
お
け
る
人
的
・
知
酌
資

源
の
交
流
・
活
用
を
通
じ
て
新
た
な
学
ぴ
の
場

を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
教
育
の
充い

実
・
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

る
。
女
十
大
学
が
協
定
を
締
結
し
た
高
等
学
校

既
に
協
定
を
締
結
し
て
い
る
奈
良
県
立
平

は
、城
高
等
学
校
と
大
阪
女
学
院
高
等
学
校
を
あ
わ

せ
て
6
校
と
な
っ
た
。

●
第
訂
回
シ
エ
イ
ク
ス
ビ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

Ⅱ
月
玲
旦
金
)
、
Π
Π
(
士
)
学
芸
学
部
英

語
英
文
学
科
4
年
次
生
に
ょ
る
シ
エ
イ
ク
ス
ピ

ア
.
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
一
延
団
冨
↓
工

Z
-
n
舌
 
9
 
羣
典
く
0
仁
名
一
=
-
n
夜
、
も
し

く
は
お
好
き
な
よ
う
に
を
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
新
島
記
今
餓
呈
に
お
い
て
上
演
し
た
。

一
講
英
文
学
科
3
年
次
、
 
4
年
次
の
2
年
問

に
わ
た
る
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
研
究
の
集

大
成
と
し
て
、
4
年
次
の
秋
に
英
語
で
上
演
し
、

舞
台
作
り
か
ら
衣
装
、
字
幕
作
成
、
キ
ャ
ス
ト

等
す
べ
て
を
学
生
の
手
に
ょ
っ
て
作
り
上
げ
る

伝
統
あ
る
行
事
で
あ
る
。

第
郭
同
目
を
迎
え
た
今
年
度
も
卒
業
生
を
含

む
学
外
か
ら
の
来
場
者
や
在
学
生
で
賑
わ
い
、

2
H
間
の
観
客
数
は
約
1
,
2
0
0
人
と
な
っ

た

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
5
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音
楽
学
科
第
釘
回
定
期
演
奏
会

口
月
捻
日
、
」
尿
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第
釘
川
定
期
演
奏
会
を
開
催
。

音
楽
学
科
合
唱
団
に
ょ
る
0
.
ジ
エ
ル
ジ
『
「
ミ

サ
曲
第
9
番
」
女
性
合
咽
と
ピ
ア
ノ
の
た
め

の
』
、
三
哲
晃
『
女
声
合
唱
の
た
め
の
「
三
つ

の
杼
情
益
を
演
奏
。
斉
楽
学
科
管
弦
楽
団
に

よ
る
J
.
イ
ベ
ー
ル
=
露
地
」
三
つ
の
交
粋

ブ
ラ
ー
ム
ス
一
交
紳
曲
第
2
番

的
絵
画
、

J

二
長
調
叩
乃
を
演
奏
約
1
,
0
0
0
人
の

来
聴
者
を
迎
え
、
成
功
を
収
め
た

キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ス
マ
ス
を
開
催
し
た
。
ホ
ザ

ナ
コ
ー
ラ
ス
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
 
2
.
3
年
の

音
楽
専
攻
生
徒
の
合
唱
団
の
姿
が
、
幻
想
的
に

照
ら
し
出
さ
れ
、
音
楽
の
美
し
さ
が
一
層
際
だ

た
せ
ら
れ
た
聖
な
る
時
が
流
れ
た
。
本
年
か
ら

は
同
志
社
小
学
校
児
童
有
志
も
参
加
し
た
。

香
里
中
高

●
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ヨ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
バ
ン

稔
月
巧
日
、
学
芸
学
部
音
楽
学
科
(
声
楽
コ

ー
ろ
の
学
生
詑
人
と
卒
業
生
1
人
が
1
日
限

り
の
,
同
志
社
女
子
大
学
ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ク
ワ

イ
ア
*
を
結
成
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
ー
パ

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
約
即
分
問

開
催
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
讃
美
歌
な
ど

を
見
事
に
歌
い
あ
げ
た

期
カ
ナ
ダ
語
学
研
修7
月
部
日
S
8
月
H
e

中
学
2
年
生
S
高
校
3
年
生
の
討
人
が
カ
ナ

ダ
の
レ
ス
ブ
リ
ツ
ジ
・
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ

ツ
ジ
で
加
日
間
の
語
学
研
修
に
参
加
し
た
。
午

前
中
は
E
S
L
の
授
業
を
受
け
、
午
後
は
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
充
実
し
た
豁
日
間
を
過
こ
す
こ

と
が
で
き
た

体
育
祭

9
月
Ⅱ
日

高
等
学
校

9
月
捻
日

中
学
校

中
学
、
高
校
と
も
に
好
天
に
恵
ま
れ
、
玉
入

れ
、
騎
馬
戦
、
障
害
物
競
走
ク
ラ
ス
対
抗
リ

レ
ー
な
ど
グ
ラ
ン
ド
で
1
日
汗
を
流
し
た
。

9
月
リ
S
町
日

中
2
修
学
旅
行

新
島
先
生
縁
の
地
北
海
道
函
館
を
中
心
に

高
等
学
校

露
し
、
交
流
を
深
め
た
。

岩
倉
祭

9
月
部
日
S
川
月
1
日

体
育
祭
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
 
1
年
生
は
甥

外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
 
2
 
・
 
3
年
生
は
チ
ャ
ペ
ル
で

の
演
劇
、
各
ク
ラ
ブ
は
展
示
や
発
表
、
模
擬
店

な
ど
で
活
躍
し
た
。
高
校
校
舎
建
て
替
え
の
進

捗
次
第
で
、
こ
れ
ま
で
の
形
態
に
ょ
る
学
園
祭

の
開
催
は
最
後
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
生
徒

た
ち
の
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た

よ
う
こ
そ
先
一
社
会
で
活
躍
を
す
る
先

の
話
を
闘
く
会

川
月
捻
日

2
年
生
を
対
象
に
、
先
輩
の
職
業
観
を
知
る

こ
と
に
ょ
り
、
自
己
の
進
路
を
考
え
、
学
習
意

欲
の
増
進
を
図
る
目
的
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に

扣
任
会
が
主
催
し
て
い
る
高
校
生
活
の
折
り

返
し
点
に
あ
た
り
、
先
輩
た
ち
の
多
様
な
生
き

方
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
進
路
を
さ
ら
に

深
め
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
各
方
面
で
活

躍
す
る
卒
業
生
の
協
力
を
得
て
企
画
し
て
い

る
。
あ
ら
か
じ
め
生
徒
の
希
望
を
募
り
、
 
H
R

を
延
長
し
、
ク
ラ
ス
単
位
で
は
な
く
、
各
講
師

こ
と
の
講
演
と
質
疑
応
答
を
行
っ
て
い
る
。

人
権
学
習

円
月
鈴
日

全
校
生
徒
参
加
の
人
権
学
習
会
を
、
人
権

同
和
委
会
が
主
催
し
た
。
 
3
年
生
は
あ
ら
か

●
ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学
(
受
入
)

9
月
即
日
S
円
月
5
日

2
人
の
教
員
に
引
率
さ
れ
、
女
子
4
人
男
子

5
人
の
生
徒
が
来
日
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
。
体

育
祭
で
は
流
暢
な
日
本
語
で
自
己
紹
介
し
、
盛

ん
な
歓
迎
を
受
け
た
。
生
け
花
や
習
字
、
調
理

実
習
や
日
本
語
学
習
狂
言
の
鑑
賞
な
ど
を
校

内
で
行
っ
た
。
広
島
研
修
旅
行
や
ぴ
わ
こ
り
ト

リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
一
泊
交
流
、
生
徒
企
画

の
歓
迎
会
な
ど
の
日
程
を
こ
な
し
た
。
体
育
祭

で
は
り
レ
ー
競
技
に
参
加
。
岩
倉
祭
で
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
歌
と
ダ
ン
ス
を
全
校
生
徒
に
披

、
、

じ
め
ク
ラ
ス
こ
と
に
希
望
を
取
り
、
広
島
の

こ
こ
ろ
働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
視
党

駆
園
者
の
現
状
課
題
の
各
テ
ー
マ
で
講
演
を

聴
き
、
 
2
午
生
は
映
画
べ
ル
ナ
の
し
っ
ぽ

を
鑑
賞
。
 
1
年
生
は
同
志
社
大
学
な
ど
に
留
学

中
の
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
ネ
パ
ー
ル
の
学
生

と
交
流
す
る
機
会
を
持
っ
た
。
基
本
的
人
権
や

民
主
主
義
の
意
識
を
じ
っ
く
り
考
え
る
機
会
と

し
て
企
画
し
、
讃
の
H
R
で
は
、
参
加
し
て

考
え
た
こ
と
を
感
想
文
に
ま
と
め
、
各
自
が
認

識
を
新
た
に
し
た
。
戦
後
教
育
の
指
針
で
あ
っ

た
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
る
な
か
、

こ
の
よ
う
な
企
画
の
意
義
は
さ
ら
に
増
し
て
い

る
と
理
解
さ
れ
る

Π
月
9
・
円
日

●
秋
の
り
ト
リ
ー
ト

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

『
ネ
パ
ー
ル
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
』
の
テ

ー
マ
で
開
催
。
生
徒
7
人
、
教
員
4
人
が
参
加

し
『
マ
タ
イ
舗
章
叫
S
訟
節
の
親
肌
の
あ

と
、
三
浦
啓
先
生
の
奨
励
で
タ
べ
の
礼
拝
を
も

つ
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
行
き
、
政
情
不
{
女
の
中
で

村
の
人
た
ち
と
交
流
し
た
体
験
談
を
生
徒
た
ち

は
興
味
深
く
聞
き
、
そ
の
後
は
キ
ャ
ビ
ン
で
鳥

な
べ
を
囲
み
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
ス
マ
ス
の
計
画
な
ど
、

い
つ
ま
で
も
'
の
花
が
咲
い
た

応

O
o
m
工
一
仂
工
》
刃
m
勺
0
刀
↓
 
7

Π
月
舗
日

生
協
購
買
部
の
開
業

中
高
統
合
第
1
期
事
業
に
と
も
な
い
、
一
局
校

食
堂
棟
に
共
用
管
理
棟
(
事
務
室
・
校
長
室

高
校
教
員
室
な
ど
)
が
建
設
さ
れ
る
た
め
、
弁

当
や
飲
み
物
、
文
房
具
な
ど
を
販
売
す
る
生
協

購
買
部
(
ミ
ニ
コ
ン
ビ
一
こ
が
、
体
育
館
東
側

に
開
業
し
た
。
ま
た
建
築
事
業
予
定
地
に
あ
た

る
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
部
室
棟
も
、
生

協
購
買
部
の
北
側
に
仮
設
・
移
転
し
使
用
が
始

ま
っ
て
い
る
。

捻
月
Ⅱ
日

●
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

深
田
未
来
生
先
生
が
「
地
べ
た
か
ら
地
べ
た

へ
」
な
ど
学
年
こ
と
に
用
意
さ
れ
た
奨
励
を
さ

れ
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降
臨
を
祝
っ
た
。

献
金
は
止
揚
学
園
や
各
施
設
、
災
害
に
遭
わ
れ

た
地
域
の
人
々
の
こ
と
を
思
い
、
捧
げ
ら
れ
た
。

捻
月
Ⅱ
日

止
揚
学
訪
問

献
金
と
り
ー
ス
を
持
っ
て
訪
問
。
ク
リ
ス
マ

ス
準
備
の
作
業
を
手
伝
っ
た
後
食
堂
で
学
園

の
皆
さ
ん
と
お
食
事
を
い
た
だ
き
、
心
が
平
安

と
な
る
ひ
と
時
を
い
つ
も
の
よ
う
に
過
こ
し

た
。
岩
倉
キ
ャ
ン
バ
ス
ク
リ
ス
マ
ス
松
月
怜
日

2
0
0
5
年
度
卒
業
生
父
母
の
会
の
寄
付
に

よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
チ
ャ
ペ
ル
入
口
の

も
み
の
木
な
ど
に
燦
め
く
な
か
、
第
4
回
岩
倉

Universal studios Japan (TM)&(C) universal studios
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訪
れ
た
。
コ
ー
ス
こ
と
に
分
か
れ
て
、
川
を
遡

上
す
る
鮭
の
つ
か
み
取
り
、
函
館
の
朝
市
で
の

売
り
子
体
験
、
イ
カ
釣
り
、
乗
馬
、
じ
ゃ
が
い

も
堀
り
な
ど
北
の
大
地
な
ら
で
は
の
体
験
学
習

が
で
き
た
。

遠
足

9
月
器
口

中
1
は
神
戸
三
宮
を
中
心
に
地
即
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
中
3
は
保
津
峡
、
高
1
は
獅
洲

一
局
2
は
神
戸
、
高
3
は
清
滝
S
嵐
山
、
山
辺
の

道
、
一
鴛
海
釣
り
公
園
の
3
コ
ー
ス
に
に
分
か

れ
て
遠
足
を
行
っ
た
。

●
文
化
祭

川
打
紛
S
四
日

今
年
は
高
校
3
年
生
を
中
心
に
ス
テ
ー
ジ
を

使
っ
て
発
表
を
す
る
ク
ラ
ス
が
多
く
み
ら
れ

た
。
モ
ザ
イ
ク
壁
画
や
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
展
示

な
ど
、
展
尓
に
も
力
作
が
見
ら
れ
た
。

中
3
リ
ベ
ル
タ
ス

Ⅱ
月
幻
日

中
学
3
年
生
の
り
べ
ル
タ
ス
奏
口
的
な
学

習
の
時
問
)
で
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
紛
人
の
方
々
を
社
会
人
講
師
と
し
て
迎

え
て
授
業
が
行
わ
れ
た
。
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
が

希
望
す
る
分
野
に
分
か
れ
て
少
人
数
で
授
業
を

受
け
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
Ⅱ
月
N
n

今
年
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ヨ
ン

が
新
し
く
な
っ
た
点
灯
式
に
は
数
多
く
の
生

徒
、
教
職
員
が
集
ま
り
、
聖
歌
隊
が
ク
リ
ス
マ

ス
・
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
う
な
か
で
ツ
リ
ー
が
点
灯

さ
れ
た

●
人
権
教
育
講
演
会

人
椛
週
問
に
あ
わ
せ
て
中
学
・
一
侵
そ
れ
ぞ

需
演
会
を
催
し
た
中
学
校
は
稔
月
6
日
に

葬
叩
家
、
笑
福
亭
銀
瓶
さ
ん
に
ょ
ゑ
需
と
講

演
が
行
わ
れ
た
。
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
落

語
を
韓
国
語
で
演
じ
、
国
境
を
越
え
て
受
け
入

れ
ら
れ
た
時
の
感
動
に
つ
い
て
語
ら
れ
た

一
鼎
学
校
は
松
月
7
口
に
広
島
で
被
爆
し
た

ピ
ア
ノ
に
ょ
る
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
で
被
爆
ピ
ア
ノ
が
紹
介
さ

れ
た
後
、
被
爆
ピ
ア
ノ
に
ょ
る
演
奏
や
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
の
協
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
本
校
生
徒

も
2
人
参
加
し
た
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ヨ
ン
2
0
0
7

口
月
松
Π

中
学
生
と
そ
の
家
族
を
合
わ
せ
て
約
勘

小
人
の
地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
ド

ル

ラ
イ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
に
続
い
て
、
聖
歌
隊
、

吹
奏
楽
部
、
マ
ン
ド
リ
ン
部
、
軽
音
楽
部
、
ダ

ン
ス
部
が
、
 
R
こ
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

た
。
最
後
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
ょ
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
渡
さ
れ
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
、
ク

リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

女
子
中
高

●
京
都
府
高
校
総
体
で
4
年
連
続
総
合
勝

5
月
円
、
即
Π
、
京
都
府
内
の
体
育
館
、
グ

ラ
ン
ド
な
ど
で
各
種
競
技
が
行
な
わ
れ
た
結

巣
、
各
ク
ラ
ブ
が
Π
こ
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮

し
、
優
勝
あ
る
い
は
上
位
入
賞
の
種
目
が
牽
引

し
、
参
加
各
選
手
の
活
躍
に
ょ
り
、
女
子
学
校

対
抗
の
部
で
2
0
0
4
年
か
ら
4
年
連
続
の
総

合
優
勝
を
達
成
し
た
。

各
顧
問
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
限
ら
れ
た

練
習
時
問
と
施
設
の
中
で
も
選
手
・
部
員
が
自

主
的
に
練
習
す
る
伝
統
が
継
承
さ
れ
羽
年
か

ら
の
3
年
連
続
を
あ
わ
せ
、
餌
年
以
降
の
N
年

問
の
う
ち
円
回
総
合
優
勝
を
達
成
し
て
い
る

●
イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修

り
、
研
修
参
加
者
の
能
カ
ナ
高
め
る
よ
う
ハ
ッ

ク
ア
ツ
プ
し
て
い
る
。

現
地
で
は
午
前
・
午
後
の
集
中
レ
ッ
ス
ン
を

軸
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
通
し
て
家
」
庭
生
活
を

体
験
し
、
文
化
や
生
活
習
慣
の
異
な
る
外
国
人

家
族
と
の
共
同
生
活
を
通
し
て
相
亙
理
解
と
国

際
交
流
を
は
か
っ
て
い
る
。
研
修
の
一
環
と
し

て
課
外
活
動
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
内
及
ぴ
ロ
ン

ド
ン
の
観
光
も
楽
し
ん
だ
。
生
徒
は
こ
の
研
修

に
サ
厭
的
に
取
り
組
み
、
英
語
能
力
を
高
め
る

と
と
も
に
有
意
義
な
体
験
を
通
し
て
大
き
く
成

長
し
た
。

9
月
巧
・
玲
日

修
会
同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
中

学
2
、
 
3
年
生
の
修
養
会
と
高
校
修
養
会
を
同

時
に
開
催
し
た
。
中
学
生
は
「
平
和
は
愛
の

一
一
ぐ
n
仂
g
姻
n
 
を
テ
ー
マ
に
、
桜
井
希
先
生

(
中
学
校
)
を
講
師
に
迎
え
、
一
寝
生
は
「
今

を
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
関
<
介
直
人
先
生
(
大

学
智
需
)
を
需
師
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
粛

に
礼
拝
を
守
り
、
ま
た
白
然
の
中
で
共
に
生
活

し
、
奨
励
に
合
わ
せ
て
白
分
た
ち
の
生
き
方
に

つ
い
て
老
え
、
学
年
を
超
え
て
親
し
く
語
り
合

う
機
会
を
持
っ
た
。

体
育
祭

好
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
は
柳

゛

」

而

7
月
鈴
日
S
8
月
玲
日

高
校
2
、
 
3
年
生
を
対
象
に
、
ベ
ル
ス
ク
ー

ル

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
校
に
て
研
修
を
行
っ
た
。

毎
年
多
数
の
希
望
者
か
ら
選
抜
し
、
さ
ら
に

研
修
に
先
立
つ
4
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ

ン
、
 
5
S
6
月
に
英
文
エ
ッ
セ
イ
の
課
題
、
英

語
能
力
試
験
、
ア
メ
リ
カ
人
講
師
に
ょ
る
英
語

学
習
会
(
4
回
)
、
お
よ
ぴ
事
後
の
体
験
記
執

筆
と
英
語
能
力
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
ょ

走
、
綱
引
き
、
仮
装
競
演
、
応
援
合
戦
、
ま
た

ク
ラ
ス
対
抗
り
レ
ー
や
ア
イ
デ
ア
に
溢
れ
た
各

種
の
競
技
に
参
加
し
、
中
1
か
ら
高
3
ま
で
が

ク
ラ
ス
の
優
勝
を
め
ざ
し
た
。

文
化
祭
・
バ
サ
ー
円
月
4
S
6
日

テ
ー
マ
は
「
華
 
6
↓
女
祭
」
。
夏
休
み
前
か

ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
ク

ラ
ス
展
示
、
ク
ラ
ブ
発
表
、
有
志
に
ょ
る
展
示
、

演
劇
、
ラ
イ
ブ
な
ど
、
 
3
日
間
に
わ
た
る
多
彩

な
催
し
を
展
開
し
た
。

Ⅱ
月
巧
・
玲
日

収
穫
感
謝
の
日
礼
拝

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
聖
歌
隊
の

に
は
ハ

巧
合
唱
に
ょ
る
賛
美
礼
拝
を
持
ち
、
玲
日
に
は
、

果
物
、
野
菜
等
の
収
穫
物
を
生
徒
が
家
庭
か
ら

持
ち
寄
り
、
白
川
学
園
副
園
長
井
上
孟
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
て
礼
拝
を
行
っ
た
午
後
に

は
寄
せ
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
収
穫
物
、
献
金
を

持
っ
て
、
養
護
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪

問
し
、
園
児
や
お
年
寄
り
と
交
流
の
ひ
と
と
き

を
持
っ
た
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
 
W
月
Π
日

午
前
の
部
は
全
校
の
生
徒
教
職
員
が
ぺ
ー

ジ
エ
ン
ト
を
通
し
て
主
の
降
誕
を
お
祝
い
し
、

午
後
の
部
は
卒
業
生
や
保
護
者
と
一
般
の

方
々
、
そ
し
て
招
待
し
た
水
上
隣
保
館
の
子
ど

も
た
ち
と
共
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
守
っ
た
。

月
曜
日
の
夜
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
栄

光
館
が
満
席
に
な
る
ほ
ど
多
く
の
参
加
が
あ
っ

た
。
当
日
の
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ク
リ
ス

マ
ス
献
金
は
、
全
国
の
福
祉
関
係
の
施
設
、
事

業
所
に
送
っ
た
。

7

'
一

鳥

0
0
の
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
一
 
9

川
月
2
日

m
走
、
柴
園

1

、

"

.

'

一

ぶ.イイ
子門0

かhいむ

華'07女祭



国
際
中
高

始
業
式
・
7
月
入
学
生
研
修
/
校
務
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

9
月
3
Π

7
月
入
学
生
の
た
め
に
、
学
校
生
活
を
お
く

る
上
で
必
要
な
情
報
や
教
厶
U
方
針
を
伝
え
る
、

研
修
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

高
校
生
バ
ン
ド
祭

9
月
8
日

文
化
祭
の
出
場
バ
ン
ド
予
選
を
脈
ね
た
、
高

校
生
に
ょ
る
バ
ン
ド
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

学
園
祭

9
月
別
S
四
日

本
校
最
大
の
行
事
で
あ
る
学
園
祭
を
開
催
し

た
。
期
問
中
、
討
日
に
は
高
校
器
日
は
中
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
体
育
祭
を
、
四
U
に
は
外
来
の

お
客
様
を
迎
え
、
文
化
祭
を
開
催
し
た
。

国
際
理
解
特
別
講
演
会

円
月
Ⅱ
日

外
務
省
か
ら
講
演
者
を
迎
え
、
「
国
際
社
会

に
お
け
る
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
と
い
う

問
題
を
中
心
に
、
講
演
会
を
実
施
し
た
。

●
中
学
3
年
生
体
験
学
習
円
月
捻
・
捻
日

中
学
3
年
生
が
知
多
半
島
で
体
験
学
習
を
実

施
し
た
。

校
内
英
語
試

円
月
円
日

在
校
生
全
員
が
T
O
E
F
L
、
'
笑
用
英
語
検

定
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
受
験
す
る
校
内
一
倫

試
験
を
実
施
し
た
。

人
権
強
調
週
間
円
月
器
日
S
H
河
2
日

人
権
に
つ
い
て
礼
拝
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
集

中
的
に
学
ぶ
週
問
を
持
っ
た
。

秋
季
宗
教
週
問

U
月
5
S
9
日

外
来
の
先
生
を
お
迎
え
し
、
礼
拝
を
守
っ
た
。

中
学
生
徒
会
選
挙

Ⅱ
月
叫
日

2
年
生
か
ら
新
し
い
生
徒
会
執
行
部
を

、

1
選
出
し
、
生
徒
会
が
新
体
制
と
な
っ
た
。

高
校
ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

Ⅱ
月
討
日

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、
高
校
生
が
特
別
礼

拝
を
守
っ
た
。

●
中
学
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

n
月
幻
日

中
学
生
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
礼
拝
を
守
っ

た
。

O
o
m
工
一
m
l
>
刀
m
で
0
工
↓

大
勢
参
加
さ
れ
、
静
粛
で
厳
か
な
雰
囲
気
の
中

で
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
た
。

稔
月
器
S
町
H

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

口
月
財
S
即
日

沖
縄
研
修
旅
行

3
年
生
(
自
由
参
加
)
は
、
長
野
県
志
賀
高
原

一
の
瀬
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
(
4

泊
5
旦
と
沖
縄
で
の
平
和
学
習
を
中
心
と
し

た
研
修
旅
行
(
3
淵
4
口
)
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
Π
々
を
過
こ
し
た

ス
の
唐
舩
岳
登
山
と
栂
池
自
然
園
を
訪
ね
る
山

の
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
。
天
候
の
加
減
で
登
頂

を
果
た
せ
な
か
っ
た
期
も
あ
っ
た
が
、
大
白
然

を
十
分
に
満
喫
し
た
。

体
育
祭

9
月
舒
Π

各
学
年
の
ク
ラ
ス
縦
割
り
で
、
 
8
分
団
に
ょ

る
ト
ラ
ッ
ク
種
目
や
綱
引
き
、
棒
倒
し
、
騎
馬

戦
、
ム
カ
デ
リ
レ
ー
等
、
数
多
く
の
種
目
で
白

熱
し
た
競
技
が
展
開
さ
れ
た
。
一
番
の
見
ど
こ

ろ
は
分
団
対
抗
り
レ
ー
。
グ
ラ
ン
ド
全
体
が
沸

き
立
ち
、
声
を
暖
ら
し
て
の
応
援
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
上
級
生
や
下
級

生
と
の
団
結
も
深
ま
る
一
日
で
あ
っ
た
。

円
月
3
S
5
Π

学
園
祭

年
問
の
一
大
行
事
、
学
園
祭
は
、
京
都
会
館

で
2
年
生
行
事
、
演
劇
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
3

年
生
)
を
2
日
閻
に
わ
た
り
開
催
し
、
獅
台
発

表
を
行
っ
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
、
ク
ラ
ブ
の
発
表

に
も
訴
え
か
け
る
テ
ー
マ
が
あ
り
。
ま
た
照
明

や
獅
台
構
成
な
ど
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
魅

力
あ
る
獅
台
で
あ
っ
た
。
ま
た
最
終
日
に
は
学

校
で
1
年
生
や
文
科
系
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た

展
.
尓
発
表
、
生
徒
会
行
事
が
催
さ
れ
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
各
分
団
が
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
競
う
「
輝
獅
祭
」
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等

が
行
わ
れ
た
。
「
輝
舞
祭
」
で
は
本
校
と
交
流

中
学
校

の
あ
る
青
森
県
風
問
浦
中
学
の
2
年
生
の
皆
さ

ん
に
ょ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
ダ
ン
ス
披
露
も

あ
り
、
熱
い
3
日
間
の
幕
を
閉
じ
た
。

●
秋
の
宗
教
人
権
週
間

Ⅱ
月
6
S
9
日

6
日
「
心
の
奥
の
自
分
を
大
事
に
し
て
ぃ
ま
す

力
0
.
」

、
鞭
力
也
先
生
(
恵
泉
女
学
園
中
学
高

等
学
校
校
長
)

7
H
 
「
娘
よ
、
あ
な
た
の
信
仰
が
あ
な
た
を
救

つ
た
」

井
田
泉
先
生
(
日
本
聖
公
会
聖
三
一

教
会
牧
師
)

8
日
「
急
い
で
降
り
て
き
な
さ
い
」

榎
本
恵
先
生
(
宗
教
法
人
ア
シ
ユ
ラ

ム
セ
ン
タ
ー
主
幹
牧
師
)

Ⅱ
月
9
Π

人
権
行
事

1
作
生
は
映
画
鑑
賞
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
デ

イ
ン
グ
、
点
字
体
験
一
 
2
年
生
は
オ
ム
ロ
ン
京

都
太
陽
の
家
、
大
学
工
学
部
横
川
研
究
所
京

都
柴
暑
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
訪
問
や
学

校
で
の
分
科
会
。
 
3
年
生
は
ア
レ
ン
ネ
ル
ソ
ン

さ
ん
の
講
演
の
後
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
等
を

訪
ね
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
衣
笠
授
産
所
で

の
作
業
体
験
や
学
校
で
の
分
科
会
全
校
生
が

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
人
権
に
つ

い
て
の
凱
解
を
深
め
た

季
キ
ャ
ン
プ

1
年
生
(
全
員
参
加
)
は
7
月
器
日
S
関
Π

に
か
け
て
4
期
、
 
2
泊
3
日
で
宮
津
市
の
本
校

由
良
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
海
の
キ
ャ
ン
プ
を
行

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
親
睦
を
深
め
た
。
ま

、
、
した
2
年
生
(
自
由
参
加
)
は
7
月
詑
日
S
8
月

3
Π
に
か
け
て
4
期
、
 
3
泊
4
日
の
北
ア
ル
プ

而

小
学
校

9
月
W
S
肋
U

3
年
宿
泊
体
験
学
習

岡
山
吉
備
少
年
自
然
の
家
に
は
京
都
市
内
で

は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
自
然
が
残
っ
て
ぃ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
「
振
り
返
り
」
を
士
説
む
と
、

収
穫
感
謝
礼
拝
・
施
設
訪
問
Ⅱ
月
玲
日

ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
、
宗
教

ン
ド
ベ
ル
の
各
部
生
徒
と
生
徒
会
執
行
委
員

ノが
西
陣
児
童
館
を
訪
ね
収
鷲
糊
礼
拝
で
生

徒
が
持
ち
寄
っ
た
果
物
を
届
け
ι
荒
を
行
っ

た
。●
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼

n
月
部
Π

拝2
学
期
終
業
式
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
全
校

で
守
っ
た
。
タ
刻
、
チ
ャ
ペ
ル
で
の
ク
リ
ス
マ

ス
燭
火
礼
拝
に
は
、
保
護
者
や
一
般
の
方
々
も

クリスマス燭火礼拝

吉備少年自然の家での天体観測
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自
然
の
中
で
虫
の
嶋
き
声
や
、
川
の
流
れ
る
斉

が
心
に
残
り
、
展
望
台
か
ら
兄
え
る
星
の
美
し

さ
に
驚
き
を
感
じ
た
よ
う
だ
。
友
だ
ち
と
助
け

合
い
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
川
H
3
月

今
年
は
、
児
童
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ

ル
運
営
委
員
に
当
た
る
S
F
S
S
の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
運
営
、
進
行
し
た
。
全
校
で
、

学
年
で
、
ク
ラ
ス
で
、
縦
割
り
で
と
い
ろ
い
ろ

な
形
態
で
競
技
や
演
技
を
'
器
し
た
。
保
護
者

も
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
。

校
祖
墓
参
礼
拝

円
月
即
日

ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
活
動
(
縦
割
り
活
動
)

と
し
て
創
立
者
新
島
襄
の
墓
前
で
礼
仟
を
行
っ

た
。
賛
美
歌
を
歌
い
、
祈
り
を
さ
さ
げ
た
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
同
志
社
に
縁
の
あ
る

方
々
の
一
需
で
手
を
合
わ
せ
た
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
Ⅱ
月
捻
S
玲
U

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
で
は
1
週
問
か
け
て

学
年
で
協
力
し
合
い
、
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂

げ
る
。
 
1
年
生
は
剣
玉
、
 
2
年
生
は
釦
人
田
脚
、

3
年
生
は
創
作
楽
器
作
り
、
 
4
年
生
は
ミ
ユ
ー

ジ
カ
ル
に
挑
戰
し
た
。
英
語
劇
や
英
語
で
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
に
も
挑
戦
し
た
。
Π
日
上
曜
日
に

は
各
学
年
の
取
り
組
み
の
交
流
を
月
的
と
し
た

発
表
会
を
実
施
し
た
。
や
り
遂
げ
た
時
の
満
足

し
た
表
情
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

フ
レ
ス
コ
画
制
作

フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
中
の
壁
画
修
復
家
で
フ
レ

ス
コ
画
家
の
高
橋
久
雄
名
古
屋
芸
術
大
学
名
誉

教
授
が
来
校
さ
れ
、
 
3
年
生
が
フ
レ
ス
コ
画
の

指
導
を
受
け
た
。
木
枠
に
漆
喰
を
塗
り
こ
ん
で

壁
面
を
作
り
、
絵
を
描
き
、
着
色
し
て
フ
レ
ス

コ
画
を
完
成
さ
せ
た
。

点
灯
式

Ⅱ
月
器
日

聖
書
ヨ
ハ
ネ
に
ょ
る
福
音
書
8
1
松
「
わ
た

し
は
世
の
光
で
あ
る
。
わ
た
し
に
従
う
も
の
は

暗
闇
の
中
を
歩
か
ず
、
命
の
光
を
持
つ
一
が
朗

読
さ
れ
た
。
イ
エ
ス
様
の
お
誕
生
を
迎
え
る
心

の
凖
備
を
す
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
る
点
灯
式

で
あ
つ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会

蛯
月
巧
日

礼
拝
で
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
に
ょ
る
賛
美
の

奉
仕
が
行
わ
れ
た
。
祝
会
で
は
ぺ
ー
ジ
エ
ン
ト

(
聖
誕
劇
)
、
キ
ッ
ズ
ク
ワ
イ
ヤ
ー
、
保
護
者
の

合
唱
グ
ル
ー
プ
「
カ
タ
ル
パ
」
に
ょ
る
合
唱
が

行
な
わ
れ
た
。
最
後
に
全
員
で
「
き
よ
し
こ
の

夜
」
歌
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

●
日
展
・
一
泉
都
展
作
品
鑑
会
 
1
月
円
日

4
年
生
が
日
展
を
鑑
賞
す
る
た
め
京
都
市
美

術
館
に
出
か
け
た
。
『
日
、
出
品
中
の
7
人
の

作
家
か
ら
作
品
の
作
り
方
や
鑑
賞
方
法
な
ど
を

学
ん
だ
。
本
校
の
図
工
科
教
員
の
作
品
も
人
選

し
、
そ
の
作
品
を
鑑
賞
し
た

幼
稚
園

8
打
器
S
即
Π

夏
期
保
育

夏
休
み
中
の
全
園
児
が
登
園
し
、
水
あ
そ
ぴ

な
ど
で
楽
し
く
過
こ
し
た
。

9
]
巧
Π

入
園
説
朋
会

2
0
0
8
作
度
の
入
園
説
明
会
を
開
佐
し

す

Ⅱ
月
即
日

ナ

9
月
器
日

運
動
会

女
子
中
・
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ダ
ン
ス
、

障
害
走
、
玉
入
れ
や
り
レ
ー
な
ど
に
参
加
し
た
。

令
倒
ル
が
「
明
日
が
あ
る
さ
」
の
踊
り
を
披
露

し
た韓
国
歌
曲
の
タ
ベ
コ
ン
サ
ー
ト
 
9
打
鈴
H

韓
国
と
の
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

に
、
年
中
・
年
長
組
の
希
望
者
が
参
加
し
た

韓
岡
語
の
歌
に
観
客
は
感
動
、
「
下
の
風
に
な

つ
て
」
の
歌
で
は
、
涙
さ
れ
る
方
も
い
た
円
村
6
日

同
志
社
女
子
部
バ
ザ
ー

保
護
者
は
り
ー
ス
作
り
や
宝
つ
り
な
ど
を
企

画
し
、
多
く
の
参
加
者
と
楽
し
み
を
共
に
し
た

0
」
7
H

京
都
学
生
祭
典

平
安
神
宮
で
開
催
さ
れ
た
そ
で
ふ
れ
の
ダ
ン

ス
に
、
年
中
・
年
長
組
の
希
望
者
が
参
加
し
披

露
し
た

還
足
全
園
児
が
バ
ス
2
台
で
、
滋
賀
県
「
希
望
が

丘
文
化
公
園
」
に
出
掛
け
た
。
広
い
芝
生
や
山

で
、
各
学
年
が
楽
し
く
交
流
し
た
。

円
月
口
日

紫
組
お
茶
会
野
点

同
'
社
礼
拝
堂
の
前
で
、
学
内
教
職
員
や
保

護
者
に
f
ど
も
達
が
お
抹
茶
を
た
て
て
振
る
俳

つ
た

Ⅱ
月
W
e

●
創
立
1
1
0
周
年
記
念
会

女
子
大
学
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
講
堂
に
て
記

念
会
を
開
催
し
た
。
尋
心
礼
拝
の
後
各
学
年

で
歌
や
ダ
ン
ス
や
お
芝
居
を
発
表
し
、
全
園
児
、

保
侵
者
、
教
員
が
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
し
た
。

Ⅱ
月
巧
日

お
い
も
ほ
り
(
年
長
組
)

北
山
の
畑
へ
、
年
長
組
が
お
い
も
ほ
り
に
出

掛
け
た

Ⅱ
月
玲
口

収
穫
感
謝
祭

各
家
庭
か
ら
持
参
し
た
果
物
や
野
菜
を
囲
ん

で
、
全
園
児
で
礼
拝
を
も
っ
た
。

創
立
記
念
作
品
丸
太
小
屋
作
りH
月
別
・
詑
日

創
立
1
1
0
周
年
を
尋
一
し
て
、
園
庭
に
全

園
児
で
丸
太
小
屋
を
作
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ィ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

Ⅱ
打
器
日

会
白
楽
礼
拝
)

上
賀
茂
伝
道
所
の
牧
師
に
ょ
る
ク
リ
ス
マ
ス

0
司
 
H

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
と
音
楽
礼
拝
が

行
わ
れ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会

松
月
2
日

寒
梅
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会
を
催
し

た
。
年
長
児
の
ぺ
ー
ジ
エ
ン
ト
劇
に
、
年
中
児

は
聖
歌
隊
と
し
て
参
加
し
た
。
祝
会
で
は
歌
や

合
奏
を
し
、
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い

し
た

捻
月
6
0

シ
チ
ユ
ー
の
日

収
穫
感
謝
祭
で
園
児
が
持
参
し
た
野
菜
を
使

つ
て
シ
チ
ユ
ー
を
作
り
、
果
物
と
壮
ハ
に
頂
い
た
。

捻
月
7
日

バ
プ
テ
ス
ト
病
院
訪
問

年
中
・
年
長
組
が
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
を
訪
問

し
、
ヘ
ー
ジ
エ
ン
ト
劇
を
演
じ
た
。

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
工
↓
 
3

墓前で同志社縁の方々の説明を
4年生から聞く低学年

フレスコ画制作




